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高速点火核融合実験における高エネルギーX線画像計測および再構成手法 

The hard X-ray imaging diagnostics and reconstructing technique for fast ignition experiment 
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高速点火方式では、爆縮され高密度となった燃料コアに追加熱レーザーを照射して、発生させた高速電子によ

ってコアを加熱し点火燃焼に至らしめる。本研究では、核融合反応領域を診断するために核融合中性子や加熱

された領域から発する高エネルギーX線の発生量空間分布を観測し、プラズマコアの温度分布を計測する事を

目的としている。透過力の高い中性子/X 線はペナンブラと呼ばれるピンホールで半影として結像され、得ら

れた半影画像を再構成することで元の画像を得る。当研究グループの先行研究によってヒューリスティック

法に焼きなまし法を取り入れた、画像再構成法を開発された。この手法は従来の再構成手法の問題点であるノ

イズ耐性の低さを解消し、アーティファクトのない鮮明な画像の取得を可能にする。 

本研究では高速点火レーザー核融合実験用高エネルギーX線画像計測器を開発し、計測原理の実証を行なった。

画像再生法にヒューリスティック法を取り入れ、ヒューリスティック法による画像再構成精度をシミュレー

ションのより評価し、実際の実験でのバックグランドを考慮して画像計測の分解能を評価した。下の図はシミ

ュレーションによってヒューリスティック法による再構成の精度評価を行った結果である。 

 講演では、装置の構造、分解能評価などについて詳しく説明する。 

図 1 十字架のテストパターン像(a)から取れた半影像をヒューリスティック法によって再構成し得られた十

字架画像(b),半影像にノイズを付加したもののヒューリスティック法による再構成画像(c)。および、(b),(c)

の再構成画像の横幅(16μm)のラインプロファイル。 


